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アカヒゲホソミドリカスミカメ合成性フェロモントラップによる雑草地での誘殺消長

滝田雅美

MasamiTAKITA:

Fluctuationinthenumberofmalesofthericeleafbug,T"go"otyJ'Iscqeles"(IIil'"!(Kirkaldy)

(Heteroptera:Miridae),capturedbysyntheticsexpheromonetrapsplacedinfieldsovergrownwithweeds

アカヒケホソミドリカスミカメ合成性フェロモン剤を誘引源としたトラップの発生予察への利用方法を検討するた

め’3カ所の雑草地に設置したトラップの誘殺消長を，すくい取りや予察灯の調査結果と比較した。合成性フェロモン

トラップでは，全ての調査場所で越冬世代を把握することが出来たが，予察灯では把握出来ず，すくい取りでも把握出

来ない場合があった。第1世代はいずれの調査方法でも把握出来たが，合成性フェロモントラップはすくい取りと異な

り,明確なピークを得られない場合があった。第2世代については，草刈りや牧草の枯死などの影響で，いずれの調査

方法でも捕獲数が少なかった。以上のことから，合成性フェロモン剤を誘引源としたトラップは，雑草地において越冬

世代を把握するには有効であると考えられた。しかし，第1世代以降は，草種や草刈りなどの環境条件を考慮する必要

があると考えられた。

合成性フェロモン，水盤トラップ,T"gonolyl'isc(z21es"α"""1,syntheticKeywords:アカヒゲホソミドリカスミカメ，

sexpheromone,waterpantrap

彦室長，望月文昭博士からはアカヒゲホソミドリカスミ

カメ合成性フェロモン剤の提供を頂いた。また，独立行

政法人中央農業総合研究センター北陸研究センター樋口

博也博士，高橋明彦氏には種々ご指導を頂いた。ここに

記して厚くお礼を申し上げる。
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アカヒゲホソミドリカスミカメT"go''01yIMs

c(zeles"α"加川は，斑点米カメムシ類の主要種として知ら

れている。本種の発生消長を把握する有効な手段とし

て，予察灯およびすくい取りによる調査が行われてい

る。予察灯は調査地点が固定されており，山形県では本

種の発生を完全に把握しているとは言い難い。また，す

くい取り調査は有効であるが3･10|ll労力面の負担が大き

い。

一方，本種の性フェロモンの構造が明らかにされてい

る4}。また，その主要3成分をlOO:40:3の比率で混

合し,0.01m9をゴムキャップに含浸させた合成性フェロ

モン剤は，未交尾雌10頭と|司等の誘引力を雄に対して示

し，野外において1ヶ月間は誘引力が低下しないことが

明らかにされた21。そこで本種の発生源である雑草地に

おいて，合成性フェロモン剤を誘引源としたトラップを

用いて誘殺消長を調査し，発生予察剤としての適合性を

検討した。さらに誘殺消長を予察灯またはすくい取り調

査の結果と比較・検討したので，その結果を報告する。

なお，本報告にあたり，信越化学I業株式会社福本毅

材料および方法

2004年5月から9月までの5ケ月間，県内3カ所の雑

草地に本種の合成性フェロモン剤を誘引源としたトラッ

プを設置した。雑草地aは寒河江市にある農業総合研究

センター農業生産技術試験場内の雑草地，雑草地bは最

上川河川敷内の雑草地，雑草地cは天童市のイタリアン

ライグラスほ場に隣接したのり面である。なお，予察灯

(100W水銀灯）は雑草地aのトラップから約50m離れ

た場所に設置されていた。

試験では，本種の誘殺数を毎日調査するとともに，半

旬毎に捕虫網（直径36cm,柄の長さ120cm)による雑草

地または隣接牧草地のすくい取り調査を20回振りで行

い，成虫数を調査した。

トラップは水盤（直径45cm,高さl4.5cm)を用い

た恩・水盤は地面に設置し，水を満たして逆性石けん
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（塩化ベンザルコニウム溶液）を適量滴下した。水は適
宜補充した。

誘引源である本種の合成性フェロモン剤は，その

主要3成分'ighexyln-hexanoate,(E)-2-11exenyl
7z-hexanoate,72-octyl7z-butyrateを100:40:3の比率で

混合し,0.01m9をゴムキヤツプに含浸させたものであ

る。合成性フェロモン剤は水盤の水面上約10cmの位置に
つり下げ，1ケ月毎に交換した。

なお，雑草地aは6月21日，7月21日,8月21日，雑

草地bは7月20日に雑草地全体の草刈りを行った。雑草

地cに隣接した牧草地は，6月3日に全面を刈り取っ
た。

ピークが認められ，第1世代および第2世代の一部が喧

なったものと推察された。8月になると誘殺数は減少し

たが，8月5半旬から再び誘殺数が増加し，9月4，|豊旬

にはピークが認められた。雑草地aに設置された予察灯

における過去の誘殺推移より，第3世代のピークは8月

末頃と推察される5)。一方，本年は7月5半旬から8月

2半旬にかけての平均気温が平年よりも高く推移したこ

ともあり，8月5半旬における誘殺数の増加は第3世代

のものと推察された。9月のピークは第3世代の成虫か

第4世代の成虫かは判然としなかった。すくい取りでは

成虫の初確認が6月’半旬と遅く，捕狸数も少なかっ

た。予察灯は5月の誘殺数が少なく，越冬世代は判然と

しなかったが，6月6半旬～7月4半旬にかけてピーク

があり，第1世代成虫と第2世代成虫の一部が重なった

ものと思われた。越冬世代および9月の世代について

は，予察灯よりも合成性フェロモントラップの方が，よ

り明確な誘殺ピークが得られた。予察灯はアカヒケホソ

ミドリカスミカメの発生時期の把握に有効である

がl･7),誘殺量と気温の関係については不明である。誘

殺数の違いが夜温の影響による可能性もあり，今後の検

結果および考察

雑草地aにおける合成性フェロモントラップへの半旬

別誘殺数およびすくい取りによる成虫数の推移を第1図

に，予察灯の半旬別誘殺数の推移を第2図に示した。合

成性フェロモントラップでは，5月3半旬に初誘殺が確

認され，5月4半旬に越冬世代と思われるピークが認め

られた。その後は6月5半旬から7月4半旬にかけて
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第1図雑草地aにおける合成性フェロモントラップの誘殺雄数およびすくい取り成虫数の推移
注）すくい取りは20何振りの成虫数
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第2図雑草地aにおける予察灯の誘殺成虫数の推移
注）予察灯はlOOW水銀灯
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第2世代が重なったものと思われた。8月以降はほとん

ど捕獲されず，9月に入るとわずかに捕穫が認められ

た。これは7月末に牧草が枯死し，牧草地内での本種の

生息密度が減少したためと推察された。また，雑草地c

における合成性フェロモントラップへの誘殺消長と牧草

地のすくいとりによる成虫数の推移は越冬世代のみ一致

し，第1世代以降は，合成性フェロモントラップへの誘

殺はほとんどなかった。合成性フェロモントラップへの

捕獲率が世代により異なることは，鱗翅目昆虫でも報告

されており6.91,ニカメイガでは野外雌との競合による

ものと推察されている61。本試験でも，7月のすくい取

りの結果より，隣接牧草地において本種が高密度に生息

しており，合成性フェロモン剤と野外虫の間で競合が起

きた可能性もある。しかしこの点については，今後検討

する必要がある。

以上のことから，越冬世代については合成性フェロモ

ンの方がすくい取りや予察灯よりも誘殺消長が明確で，

世代の把握に有効と考えられた。第1世代についてもす

討を要する。

雑草地bにおける合成性フェロモントラップへの半旬

別日当たり誘殺数およびすくい取りによる成虫数の推移

を第3図に示した。合成性フェロモントラップには5月

3半旬から誘殺された｡5月6半旬および7月1～2半

旬に誘殺数のピークがあり，それぞれ越冬世代，第1世

代と推察された。すくい取りによる越冬世代および第1

世代の推移は，合成性フェロモントラップによる誘殺推

移と一致した。なお，7月20日に草刈りを行った影響

で，第2世代はいずれの手法でも把握出来なかった。

雑草地cにおける合成性フェロモントラップへの半旬

別日当たり誘殺数，および隣接牧草地におけるすくい取

り成虫数の推移を第4図に示した。合成性フェロモント

ラップでは，6月1半旬に越冬世代と思われるピークが

あった。その後は7月1～2半旬に誘殺数が微増したも

のの，ほとんど誘引されなかった。すくい取りでは，5

月6半旬頃にピークがあり，越冬世代と推察された｡6

月6半旬～7月6半旬にかけてのピークは，第1世代と
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くい取りとの関連性は認められ，世代の把握は可能と考

えられるが，設置場所によっては関連性の認められない

場合もあった。そのため，合成性フェロモン剤を発生予

察に利用する場合，第1世代以降の誘殺数と設置場所の

環境条件との関係を，さらに明らかにする必要がある。
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